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もりおか

寸評
もりおかすんぴょう

地球環境に配慮し、
ベジタブルインキを
使用しています。

もっと知りたい！盛岡
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市内全世帯へ配布しています。
経費の一部は広告料
で賄っています。記
事の無断転載を禁じ
ます。Ⓒ盛岡市2017

もりけんに挑戦
（９ページに掲載）の答え

①永福寺

広告に関する問い合わせ
ナチュラルコム㈱

☎019-652-9190へどうぞ

市政ラジオ番組
「もりおか暮らし物語」
ラヂオもりおか（FM76.9MHz）
で毎月第２・４金曜の７時40分
～７時50分、放送中。

市公式ホームページ
http://www.city.morioka.iwate.jp/

市公式ツイッター
https://twitter.com/moriokashi

市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　moriokashi

毎回異なったテーマ・出演
者で、旬な話題をお届け♪

市公式ホームページのトップペ
ージにある検索窓に、紙面に
掲載された広報ID（７桁の数
字）を入力すると、記事の詳細
を見ることができます。

編集後記
娘も離れしばらく飾っていない
お雛様。今回はちょうどいいタ
イミングで里帰りするとのこと。
久しぶりにお雛様を飾り，娘の
帰りを待とうかな。でも本当に
帰ってくるのかな？㋐

▼

パソコンやスマホからどうぞ

広報もりおかに掲載した記
事の詳しい内容のほか、さ
まざまな市政情報を掲載！

広　告

盛岡をはじめ、東北には昆虫の研究で何度も
来ています。盛岡で印象に残っているのは、

肉がおいしかったこと。肉を名物としている地方
はいろいろありますが、盛岡で食べた肉は特にお
いしかったです。東北はいろいろなものが仙台一
極集中になっているので、東北で２番目のまちと
して盛岡にもっと人や物を引き付けると、東北全
体が活気づくと思います。
　生物学者を目指したのは小さい頃からとにかく
虫が好きだったから。小学３年生くらいから昆虫
採集を始めて、虫に関連する仕事ができたらいい
なと思って小学校の卒業文集にも「将来の夢は昆
虫学者」って書きました。中学・高校も休みなく
虫採りに行っていましたね。今でも、採った虫と
自分の家にある標本などを比べて「これひょっと
して新種かも」などと考えているときが本当に楽
しいです。
　でも最近は、家で妻と一緒に酒を飲んでるとき
が一番楽しい。年を取ると、あんまり先のことを
考えるより、「今日が楽しければそれでいいじゃ
ないか」というふうに生きるのが一番いいと思っ
ています。がんになっても、にこにこ笑って生き
ている友人がいますが、その人はとにかく今日を
楽しむことを大事にしています。余命を告げられ
てから本を３冊も書いた友人もいますよ。１年後、
自分はもういないなんて考えたらそれだけでやる
気が無くなってしまう。今日も食事がおいしいな
って思えたらそれだけで満足。明日のことは明日
考えればいい。僕はそれが楽しく生きる秘訣だと
思います。

直筆サイン色紙を
抽選で１人へプレゼント

▼応募資格：盛岡市に住んでいる人。

▼応募方法：はがきに住所と名前、年齢、
性別、電話番号、広報もりおかの感想を
記入し、〠020-8530（住所不要）市役所
広聴広報課「池田清彦さんサイン色紙プレゼント係」へ郵送
してください。３月21日㈫消印有効。応募は１人１通まで。
当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えます。

引き付けるまちに
人や物をもっと

28年10月27日、盛岡市社会福祉大会での講演会のため来盛。生物
学を専門とし、大の昆虫採集マニア。生物学者・理学博士の視点を
もとに、科学哲学や環境問題、教育、人生論など幅広い分野に関す
る著書多数。テレビなどのメディアでも活躍中。昭和22年、東京
都生まれ。
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